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: (ま  し ,S き

麦類の全面全層播栽培は,畑作ではすでに技術体系が確

立 し実用化が進んでいるが,水日転換畑では■壌条件が異

なるため,畑作における技術をそのまま導入した場合に,

十分な生育収量が得られない場合が多い。そこで,水日転

換畑における全面全層播栽培法の作期と播種量および施肥

量について検討 した。

なお,本試験は昭和50年 から3年間 ,福島,口 1形両県農

試と共同で実施 した「機械利用による水田の省力高度利用

技術の確立J研究の一課題1)である。

2試 験 方 法

供試条件 : 表 1に示 した。

耕種概要

水稲品種名および刈取 り , アキヒカリ,10月 5ロ パ

イングー刈り

弾九暗渠 ; ス1取 翌日深さ40Cπ 1 2 π間隔に従横施工

表 2 生  育

耕起砕土施肥整地 ; プラウ耕 ,播種前日砕土施肥整地

播種覆土 ; 手播 .ロ ータリーによる攪拌覆土 (3“ )

追  1巴 ; 3月 20日

踏  圧 ; 12月 5日 , 3月 22ロ ローラーで鎮圧

供試品種 : リクゼンムギ

表 1 供試条件

播種期 施 月巴量 (a当 り成分量″ )

10月 15日

10月 25日

11月 5日

3 試験結果 および考察

発芽 : 一般的に発芽日数は早播程短 く,発芽歩合も高

くなるが,本試験では10月 ド旬から11月 上旬にかけて,降

雨が少なく乾燥状態 となったため,発芽日数は 2回 目に播

いた10月 25日 播が19日 となリー番長 くかかった。発芽につ

いては土壊の砕上率 と土壌水分が大きく関与する。特に転

821

950

814

898

925

播
種
期

１０
月
１５
日
播

Ю

月

る

日

播

１１
月
５
日
播

６４‐

い

知

“

知

８２７

酬

８‐０

８７‐

７‐‐

８５４

『

量

″
種
勤

播

ａ
151821
151821
151821

標肥 N-15,P2o5-10,K2008
多肥 N-20,P205~10,K20-08

標肥 15
″ 18 ″

″ 21 ″

多1じ 15た,播
″ 18 ″

″ 21 ″

標肥 15た,播
″ 18 ″

″ 21 ″

多肥 15″播
″ 18 ″

″ 21 ″

標肥 15り播
″ 18 ″

″ 21 ″

多肥 15ん,播
″ 18 ″

″ 21 ″



-60- 東 Jヒ 農 業 研 究  第 25号 (1979)

23

平
22

均
21

気

湖計 20

19

18

17

種皮率は一奏 内粒数及びf実位置によって異なり,3粒奏

子実の種皮率は 2粒奏より, 3粒業では中位粒がそれぞれ

低い値 を示 した。このようなことから裂皮と種皮率 との間

には■定の数的関係は認められなかった。

4 登熟期の平均気温 ,積算温度 と裂皮粒 との関係

登熟期の平均気温が22℃ 以上になるとライデン,ラ イコ

ウの裂皮率は高まる傾向にある (図 2)。 一方.上記品種

の登熟期積算温度を10年 間の平均値で求めると約 1.5∞ ℃

であったが ,1,600℃ を越える高温年には裂皮粒は多発 し

ており,登熟期の高温は裂皮粒発生の一因 と考えられる。

しか し,登熟期の平均気温 22℃ 以下,積算温度 1,6111C以

下の年にも裂皮粒の多発年のあることは,気温以外にも裂

皮に関与する要因があるものとみられた。

表 3 裂皮粒多発年の気象特徴 (ラ イデンの場合 )

1 裂皮粒の発生には年次 ,品種問差大きく,ラ イデン,

ライコウは発生 しやすく,シ ロセンナリは著 しく少ない。

しか し,発生 しやすい品種でも晩播では急減する。

2 裂皮粒は主茎では ド位節の奏 ,一奏内では茎位粒に

多 く頂位粒は少ない。

3 裂皮多発年では,全粒をこみにした百粒重の大きい

ほど裂皮率は高まるが,少発年にはこの関係はみられない。

4 登熟期間の平均気・F422℃ 以上,積算温度 1,610℃ 以

上の高温年に裂皮粒が増加 した。また.成熱期前18日 から

10日 のうちで多雨後翌日から最高気温 22℃ 以_に ,日 照 8時

間以上.最小湿度52%以 ドの気象が1～ 2日 継続し,立毛

中の大豆が急乾する気象条件が裂皮粒発生の直接原因とみ

られた。
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図 2 登熟期間の平均気温 と裂皮率 との関係

5 気象要素の相互関係と裂皮について

登熟期間の最高気温 ,日 照時間 ,降水量 ,最小湿度を多

発年 と少発年で比較 したところ,多発年では成熟期前 10日

から18日 までの期間において多雨後 ,翌 日最高気温 22C以

上,日 照 8時間以上,最少湿度52%以 下の日が 1～ 2日 継

続するという共通 した気象現象のあることが認められた (表

3)。 この時期は大豆の黄葉期 ころから落葉期ころに当た

っていることから急変する気象条件に対応できない生理状

態の時期 とみ られること,裂皮粒が共中の基位粒に多いこ

とや,下位節に着薬 した子実での増加等は黄葉期以降の機

能低下期 と関連するものであろうし,登熟期の平均気温22

℃以下,積算温度 1,600℃ 以下で多発年のみ られることも

上記気象のIR互関連で発生 したものと理解された。
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